
　重点目標一覧表 担当部局名 健康こども未来部

【平成２７年度重点目標】 【平成２８年度重点目標】

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

①(1)市立保育園9園、年4回運動遊び指導、

　　小学校との連携事業、子どもの身体づくり講演会

 (2)受診者数　680人　　　(3)受診者数　360人

 (4)電話及び訪問による受診勧奨　2,000人　

 (5)新規参加者数　1,000人（延べ4,000人）

 (6)年間参加者数　700人

 (7)年間参加者数　350人

 (8)広報掲載2回、健康推進委員の実技研修（全地域）

　　各地区・ブロックでの健康教室の開催（随時）

 (9)新規参加者の継続率90％以上　(10)協会けんぽを含めたﾃﾞｰﾀ分析

 (11)参加者数　800人

 (12)参加者数　1,000人

②新たな資料を作成し食（育）指導の充実を図る (1)9月までに資料を作成

③一般対象ゲートキーパー研修と健康推進委員研修の実施

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

①(1)修学資金等貸与制度の継続管理　通年

　(2)信州上田医療ｾﾝﾀｰの医師確保事業を広域連合と連携して実施　通年

  (3)パンフレットを12月までに作成

②広域連合と関係市町村と連携して事業を実施し、初期救急医療と

  二次救急医療体制を確保する　通年

③「知って安心・医療の仕組み」を活用し、広報を実施　通年

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

①

 (1)用地取得、実施設計、造成工事

 (2)統合園の配置計画、取付道路整備計画

②

 (1)週5日・3時間、(2)講座毎月・交換会1回

③

 (1)10月 250家族、(2)講演会200人

④

 (1)市民周知、全妊婦の状況把握、関係機関との連携

⑤新たに4校4園を加え、16校17園で実施

⑥年度末まで

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

① (1)常勤医師3人体制及び看護スタッフの確保

 　(2)信州上田医療センターとの関係を強化

　 (3)助産実践能力習熟段階レベルⅢ認証取得5人

②退院時母乳育児率4%増加

③地域の要望に応える婦人科領域の充実

 (1)不妊治療等婦人科外来の充実

 (2)婦人科良性疾患手術8件

④公立病院としての啓発活動

 (1)出前講座10校、子宮がん検診300件、特定健診10件

⑤新公立病院改革プランの作成

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

①

 (1)

  ア 5月から3月までにガイドブックを2,000部作成  イ 11月

 (2)

  ア 相談事業、巡回指導各48回実施

  イ 3月までに1回

 (3)

  ア 8月に1回

  イ 公開保育　10/20神科第二保育園、学習会　4､5､7､1月実施、

　　 児童発達支援センター研修　6月、10月実施

  ウ 10月、11月に2回実施

②

 (1)講演会を11月に開催　　　 (2)各２回ずつ開催

③

(1)年１回開催　(2)パンフレットを1,600世帯に送付

(3)ﾃﾞｨｽﾞﾆｰﾗﾝﾄﾞへの日帰り旅行を２回開催

※ 評価基準［◎：目標を上回る達成］［○：目標どおり達成］［△：目標未達成の部分あり］［×：全て目標未達成］

市長指示事項 市長指示事項

１

健幸都市を目指した健康づくり事業の推進
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

①「健康幸せづくりプロジェクト事業」の推進 ① (1)3校（清明小、南小、傍陽小）で実施、 ①「健康幸せづくりプロジェクト事業」の推進

 (1)学校との連携による「子どもの身体づくりの基本、正しい姿勢の保持」の啓発

 (4)健康づくりチャレンジポイント制度の実施  (4)参加者数3,043人　対象事業　143件（3月31日現在）  (5)健康づくりチャレンジポイント制度の実施

 (5)全市民健幸ウォーキング事業の実施  (5)参加者数724人　実施事業　22件（3月31日現在）  (6)全市民健幸ウォーキング事業の実施

 　　活動量調査として歩数計調査を2校（東塩田小、浦里小）で実施  (1)学校等との連携による「子どもの身体づくりの基本、正しい姿勢の保持」の啓発

 (2)妊婦歯科健診の実施  (2)28年2月末現在　283人受診  (2)30歳代若年健診事業　　 (3)妊婦歯科健診の実施

 (3)特定健診未受診者への個別訪問の強化  (3)受診勧奨訪問件数　1,791件　　  (4)対象者に応じた受診勧奨の強化（電話、訪問等）

 (8)インターバル速歩実践講座修了者継続事業     おける健康教室　38回開催　参加者数786人  (9)インターバル速歩実践講座修了者継続事業

 (9)健幸クラウドシステムの導入  (8)前期参加者：45人（4人脱落）継続率91.1％、 (10)健幸クラウドシステムの運用（H27-H28の2か年事業）

 (6)地域健幸ウォーキング事業の実施  (6)公民館11回、自治会9回開催（3月31日現在）  (7)地域健幸ウォーキング事業の実施

 (7)ロコモティブシンドローム予防を健康推進委員と協働で地域に普及啓発  (7)広報2回(3月31日現在）、健康推進委員・各地区ブロック会に  (8)ﾛｺﾓﾃｨﾌﾞｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ予防を健康推進委員と協働で地域に普及啓発

③こころの健康づくりの推進 ②食（育）指導実施人数　1,033人　 ②生活習慣病から腎臓を守るための食（育）指導の実施 (1)野菜ﾉｰﾄの作成と活用

③予定通りゲートキーパー研修、講演会実施 ③こころの健康づくりの推進

②生活習慣病の発症予防、重症化予防のための壮年期     後期参加者：21人（1人脱落）継続率95.2％ (11)あたま・からだ元気体操の実施

 （40歳～64歳）における食（育）指導の実施  (9)国保、介護保険のデータ分析 (12)健康づくり講演会（腎臓を守るためのｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、運動と健康づくり講演会）

①(1)救急センターの運営と広報うえだにて周知  (1)上田市医師確保修学資金等貸与制度の実施

 (2)深夜等初期救急患者受入体制の整備 　(2)輪番病院での受入体制を確保  (2)信州上田医療ｾﾝﾀｰの医師確保事業への支援　 (3)医師募集ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの作成

 (3)病院群輪番制病院と後方支援病院の信州上田医療センターへの支援 　(3)二次救急医療機関への支援 ②救急医療体制の確保
２

救急医療体制の整備と医師確保による地域医療体制の充実
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

①救急医療体制の整備 ①安定的な医師確保体制の整備と充実

 (1)内科・小児科初期救急センターの運営と周知

 (2)信州上田医療ｾﾝﾀｰの医師確保と「地域がん診療連携拠点病院」の指定 　(2)「地域がん診療病院」に指定  (3)病院群輪番制病院と後方支援病院の信州上田医療センターへの支援

③地域の医療環境を守るため、医療機関の役割を広報し、適切な受診を推奨 ③信州上田医療センターの見学会を開催、健康推進委員等35名が参加 ③地域の医療環境を守るため、医療機関の役割を広報し、適切な受診を推奨

②医師等の安定的な確保体制の推進 ②(1)新規2人貸与、修学資金貸与者5名同センターへ勤務、  (1)内科・小児科初期救急センターの運営と周知

 (1)上田市医師確保修学資金等貸与制度の実施 　　 医師数が28年4月現在61人  (2)深夜・休日の初期救急患者受入体制の整備

 (1)計画について関係団体と調整を図った。  (1)神川地区統合保育園の整備

 (2)丸子地区統合園（みなみ、東内、わかくさ三園統合）の整備  (2)統合検討委員会を立ち上げ、地元協議を行った。  (2)丸子地区統合保育園（みなみ、東内、わかくさ三園統合）の整備

② 親子ひろばの新たな開催と充実 ② ②子育てひろばの充実

３

安心して子育てができる環境の整備と事業の推進
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

①上田市保育園等運営計画に基づく保育施設の整備 ① ①上田市保育園等運営計画に基づく保育施設の整備

 (1)神川地区統合保育園の整備

 (1)わくわくファミリーフェスタ参加者増、(2)パパカレッジ開催

③利用者支援事業の推進 ③ ④子育て世代包括支援センターの運営

 (1)児童館、児童センター等での親子ひろばの開催日数の増  (1)年間153日開催  (1)中塩田児童クラブ開催日拡充　(2)講座・おもちゃ交換会開催

 (2)子育て出張ひろばの増　(3) サポーターの充実  (2)塩尻、塩田各公民館で開催  (3)受講者20人 ③地域における子育て支援の充実

(1)東小学校と東部保育園　(2)中塩田小学校と塩田中央保育園  (1)川辺小学校と川辺保育園　(2)塩田西小学校と西塩田保育園

(3)丸子中央小学校と中丸子保育園　(4)西内小学校と西内保育園  (3)丸子北小学校と長瀬保育園　(4)傍陽小学校とそえひ保育園

 (1)子育て支援コーディネータ－の配置　(2) 子育て支援総合パンフレットの作成  (1)コーディネーター2名　(2)総合パンフレット5,000部作成  (1)相談体制の整備、コーディネーターの連携

④幼保小中の連携の推進(スタートカリキュラムに向けての連携) ④新たに3校4園を加え、12校13園で実施 ⑤幼保小中の連携の推進(スタートカリキュラムに向けての連携)

⑥結婚・子育て応援サイト、アプリ構築

４

安全・安心な医療の提供と魅力・活気ある病院づくり
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

①安全で安心な医療の提供及び医療サービスの向上

 (3)医療サービス向上のための研修の充実  (2)27年度実績　産婦人科外来紹介50件、母体搬送7件 ②母乳育児の推進（ＢＦＨ認定継続）

②母乳育児の推進（ＢＦＨ認定継続） 　  小児科連携107件、検査科連携114件、合同症例検討会3回8症例 ③婦人科外来診療の充実

①医師については、常勤医師の雇用を模索した中、非常勤医師の雇用により ①安全で安心な医療の提供及び医療サービスの向上

 (1)医療スタッフの確保 　常勤換算した結果3人を確保　常勤の助産師は新たに3人を確保  (1)医療ｽﾀｯﾌの確保　(2)信州上田医療ｾﾝﾀｰとの役割分担による連携と関係強化

 (2)信州上田医療センターとの役割分担による連携  (1)信州上田医療センター産婦人科との役割分担を明確化  (3)医療サービス向上のための研修の充実と助産師のレベルⅢ取得

 (2)婦人科良性疾患の手術の実施 ③不妊治療の初期治療であるAIHを実施　4人8回 ④啓発活動の実施

④啓発活動の実施  (1)婦人科手術を5件実施（うち腹腔鏡手術2件）  (1)出前講座「命の学級」の実施・検診等による自己管理意識の啓発

③婦人科外来診療の拡充  (3)院内症例検討、看護勉強会を定期的に実施  (1)女性の要望に応えた不妊治療等婦人科外来の充実

 (1)女性の要望に応えた婦人科専門外来の開設に向けての準備 ②退院時母乳育児率対前年比1.8％増加  (2)婦人科良性疾患の手術の定期的実施

５

多様なニーズに応えるきめ細かな子育て支援施策の充実
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

①発達支援体制の強化

 (2)発達相談・支援の充実    (2)  (2)発達相談・支援の充実

　ア 発達相談事業　巡回指導　　イ 支援の継続のための関係者会議の開催   　　ア 相談事業、巡回指導各48回実施 　イ 7月23日に開催   ア 各保育園に対する相談事業、巡回指導を実施

① (1) ①発達支援体制の強化

 (1)発達支援事業の啓発の強化   　　ア 5月に2,000部作成、支援者・保護者に配布  (1)発達支援事業の啓発の強化

　ア ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸを支援者、保護者に配付　イ 発達講演会（一般向け）の開催   　　イ 11月7日開催　参加者323名   ア ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ作成、小中学校等に配布　イ 市民向け発達講演会年1回開催

 (3)発達支援に関する支援者の資質の向上    (3)ア 8月5日に開催　参加者130人   イ 支援の継続のための関係者会議の開催

　ア 支援者向け研修会の実施     　イ 公開保育実施(青木村保育園10/14)  (3)発達支援に関する支援者の資質の向上【定住自立圏取組項目】

 (1)出前講座「命の学級」の実施・検診等による自己管理意識の啓発 ④命の学級9校、子宮がん検診299件、特定健診4件 ⑤新公立病院改革プランの作成とそれに基づく料金の適正な設定

  ウ 保育所職員を対象とした研修会を開催

 (1)虐待予防の啓発     (1)講演会11月30日開催 ②虐待予防と早期発見、適切な対応のための体制づくり

　イ 発達支援担当保育士育成研修の実施 　　　　 児童発達支援ｾﾝﾀｰ研修10回実施(36人参加)   ア 支援者向け研修会を開催

　ウ 保育所職員に対する研修の実施       ウ 10/28、11/19実施   イ 公開保育、発達支援担当保育士学習会、児童発達支援ｾﾝﾀｰ研修を実施

健康幸せづくりプロジェクト事業の推進

救急医療体制整備と医師の確保による地域医療体制の充実

安心して子育てができる環境の整備と事業の推進

安全・安心な医療の提供と婦人科外来診療の拡充

多様なニーズに応えるきめ細かな子育て支援施策の充実

 (3)ひとり親世帯の交流の場の提供     (3)日帰り旅行2回開催（ディズニーランド）  (3)ひとり親世帯の交流の場の提供

・「健康幸せづくりプロジェクト」として様々な機関、組織等に働きかけて参加者を増やすこと。・食育関係の指導は、農政部門と連携して取り組むこと。・救急医療体制について、
上小圏域外への搬送について、仕組みや実態等市民へ周知すること。・地域がん診療連携拠点病院の指定については、市としてサポートすること。・統合保育園については、方
向性を定めながら具体的になるよう努力すること。・市立産婦人科病院関係は、医療スタッフの確保、当病院の信頼確保、医療センター及び信大との連携に重点を置いて取り組
むこと。

・「健康幸せづくりプロジェクト」の参加者増を図ること。・地域医療体制の充実に引き続き取り組むこと。・統合保育園の2件については、合意形成・課題解決に向け鋭意
取り組むこと。・子育て環境の整備、事業の推進はさらに強化すること。・産婦人科病院の不妊治療支援のあり方については検討していくこと。・発達支援体制について
は、成果をにらみながら対応すること。・依田窪病院への対応についても部局間で連携して取り組むこと。・私立保育園の助成制度についてはよく検討すること。

 (1)支援事業の啓発  　 (1)支援制度説明会11月29日に開催 ③ひとり親家庭への支援の充実

 (2)就労支援の充実のため関係機関との連携を強化  　 (2)就業支援講習会パンフレット送付（1,600世帯）  (1)支援制度説明会を開催　 (2)就業支援講習会ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ送付

 (2)要保護児童、要支援世帯への支援充実のため関係機関との連携強化     (2)代表者会議、実務者会議各2回開催  (1)講演会を開催

③ひとり親世帯への支援の充実 ③  (2)代表者会議、実務者会議を開催

②虐待予防と早期発見、適切な対応のための体制づくり ②
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